
FOCUS PX
スタートガイド
 

使用目的
FOCUS PXフェーズドアレイおよび従来型超音波データ収集装置は、工業用途およびメンテナンス
用途における材料･製品などの非破壊検査を目的として設計されています。FOCUS PXをこれらの目
的以外で用しないでください。

ユーザーズマニュアル
FOCUS PXを使用する前に、FOCUS PXユーザーズマニュアルをよくお読みになり、その内容を十
分に理解した上で、指示に従って製品を使用してください。本スタートガイドおよび FOCUS PX
ユーザーズマニュアルには、本製品を安全かつ効果的に使用するために必要不可欠な情報が記載され
ています。ユーザーズマニュアルは、いつでも参照できるよう安全な場所に保管してください。

安全性に関する警告表示

この記号は、正しく実行または守られなければ死亡あるいは人体に深刻な損傷を負わせる切迫した危
険な状況をもたらす可能性がある手順や手続きであることを示しています。

この記号は、正しく実行または守られなければ死亡あるいは人体に深刻な損傷を負わせる可能性があ
る手順や手続きであることを示しています。

この記号は、正しく実行または守られなければ中程度以下の障害、特に機器の一部あるいは全体の破
損、あるいはデータの喪失につながる可能性のある手順や手続きなどに注意する必要があることを表
しています。

危険

警告

注意
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パッケージの中身
FOCUS PXには、次の標準アクセサリーが付いています。

• キャリーケース
• ACチャージャーアダプター（電源）
• 電源コード（ご使用の国によりモデルが異なります）
• USBメモリ（次の内容が含まれます）

— FocusPCソフトウェア
— カリキュレータソフトウェア
— FocusPC Viewer

— FocusControlソフトウェア開発キット
— FocusDataソフトウェア開発キット
— FocusPCおよびフェーズドアレイデータ収集装置および解析ソフトウェア対応のユーザー

ズマニュアル
— FocusPCおよびフェーズドアレイデータ収集装置と解析ソフトウェア対応の上級者向け

ユーザーズマニュアル
— FOCUS PXスタートガイド
— FOCUS PXフェーズドアレイおよび従来型超音波データ収集装置対応のユーザーズマニュ

アル
• クロスオーバーイーサネットケーブル（カテゴリー 5e以上）（5m）
• バンパー取り外し用のスクリュードライバー
• デジタル入力ケーブル（5m）
• デジタル出力ケーブル（5m）
• 校正証明書

装置を使用する前に、パッケージの中身がすべて揃っていることを確認してください。アクセサリー
が不足してたり損傷が見つかった場合は、Evidentまでご連絡ください。

接続

感電を防ぐため、コネクターの内部導体には触れないでください。UTコネクターの内部導体には最
大 200Vの電圧がかかり、PAコネクターの内部導体には最大 115Vの電圧がかかることがあります。

3ページの図 1は、FOCUS PXのフロントパネルを示しています。このフロントパネルから次の操
作を行えます。

• PAプローブ（またはスプリッターを採用した複数の PAおよび UTプローブ）の接続
• アース端子を適切なケーブルに接続するか、キャビネット内または適切な接地構成に設置する
• 8個の従来型 UTプローブへの接続
• FOCUS PXのオン /オフ
• インジケーターによる FOCUS PXのステータス表示
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図 1  FOCUS PXのフロントパネル

4ページの図 2は、FOCUS PXの背面パネルを示しています。この背面パネルから次の操作を行え
ます。

• スキャナーの接続
• 入力および出力信号（エンコーダー、アラームなど）の接続
• 装置とイーサネットネットワークとの接続
• 装置とテーブルトップ電源供給との接続
• 装置と適切な電源供給との接続
• 複数の FOCUS PX装置の同期

適切な電源とは、主要電源が 10VDC～ 24VDCの範囲内に制限され、補助電源が 15VDC～ 18VDC
の範囲内に制限された安全超低電圧（SELV）の有限電源（LPS）を指します。

フェーズドアレイコネクター インジケーター 電源スイッチ

UTコネクター
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図 2  FOCUS PXの背面パネル

FOCUS PX対応コネクター、インジケーター、およびスイッチの詳細については、FOCUS PX
フェーズドアレイおよび従来型超音波データ収集装置対応のユーザーズマニュアルを参照してくださ
い。

FOCUS PXを取り付けるには

1. FOCUS PXは、熱を発する物体から各方向に最低 5cm遠ざけて設置し、放熱を妨げないように
します。

水分浸透を避けるために防水ケーブルを使用してください。水分浸透によって本装置が損傷する可能
性があります。

2. カテゴリー 5eのイーサネットクロスオーバーケーブルを使用して、FOCUS PXにイーサネッ
トコネクターを接続して検査用コンピューターのネットワークインターフェースカードにつな
ぎます。FOCUS PXに付属のケーブルは、カテゴリ -5eイーサネットクロスオーバーケーブル
（EvidentP/N: 60ND0001）です。

過酷な環境で FOCUS PXを使用する場合は、摩擦や引張応力、ねじれなどに強いイーサネットケー
ブルを選択してください。

3. 検査に使うコンピューターに FocusPCをインストールし、ウィザードの手順に従ってネット
ワークカードを設定して FOCUS PXとの接続を確立します。

プライマリ DC
入力コネクター

イーサネット
コネクター

補助 DC入力コネクター

I/Oコネクター

同期入力コネクター /
同期出力コネクター

デジタル出力
アラームコネクター
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感電を防ぐために、プローブを接続または接続解除する前に必ず FOCUS PXの電源を切ってくださ
い。

プローブは、接触媒質なしで使用すると、永久的な損傷を引き起こす場合があります。検査にプロー
ブが使用されていない場合は、FOCUS PXの電源をオフにしてください。

4. 適切なケーブルを使用して、プローブをフェーズドアレイコネクターまたは UTコネクター、
あるいはその両方に接続します。

5. 適切なケーブルを使用して、FOCUS PXコネクターに対応する設定とニーズに合った構成部品
（エンコーダーやアラームなど）をすべて接続してください。

コネクターの詳細については、FOCUS PXフェーズドアレイおよび従来型超音波データ収集装置の
ユーザーズマニュアルを参照してください。

6. ACチャージャーアダプターを FOCUS PX装置の DC入力コネクターに接続します。ACチャー
ジャーアダプターのもう一方の端を適切な電源に接続します。

7. 電源スイッチを押して FOCUS PXの電源をオンにします。

複数の FOCUS PX装置を 1台のコンピューターに接続す
るには

3台以上の FOCUS PX装置を積み重ねて使用する場合は、ラックまたは適切な機器で装置をサポー
トする必要があります。このようなサポートがない状態で装置を積み重ねると、装置が不安定とな
り、倒れて怪我をしたり装置に損傷が生じる可能性があります。

1. カテゴリー 5eのイーサネットケーブルを使用して、FOCUS PXの各装置のイーサネットコネ
クターをギガバイトのイーサネットスイッチの入力ポートに接続し、検査に使用するコン
ピューターへのスイッチを接続します。

過酷な環境で FOCUS PXを使用する場合は、摩擦や引張応力、ねじれなどに強いイーサネットケー
ブルを選択してください。

2. FOCUS PXの各装置をオンにする
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自動起動モード
FOCUS PXには、装置をリモードで使用できる自動起動モードが備わっています。このモードが有
効な場合には、電源スイッチを押さずに FOCUS PXを起動することができます。また、このモード
が有効な場合に ACチャージャーアダプターに接続すると、FOCUS PXが自動的に起動します。こ
のモードは、デフォルトでは無効に設定されています。

自動起動モードを有効にするには
1. FOCUS PXの電源を切り、ACチャージャーアダプターを外します。
2. 電源スイッチを押しながら FOCUS PXに ACチャージャーアダプターを接続します。
3. 5～ 10秒後に電源スイッチを放します。

電源インジケーターのランプが 2度点滅します。
4. 自動起動モードを無効にするには、手順 1～ 3を繰り返します。

インジケーター
6ページの図 3は、FOCUS PXのフロントパネルのインジケーターを示します。

図 3  FOCUS PXインジケーター

機械的インジケーター（ )

このインジケーターは、予備として確保されています。

イーサネットインジケーター（ )

このインジケーターが緑色またはオレンジ色で点灯する場合は、イーサネットリンクが確
立されています。

このインジケーターが緑色またはオレンジ色で点滅する場合は、イーサネットリンクが動
作中です。緑色は、イーサネットが 1,000Mbps（メガバイト /秒）で動作し、オレンジ色
は 100Mbps（メガバイト /秒）で動作していることを意味します。

電源ステータスインジケーター（ )

このインジケーターが緑色で点灯する場合は、本装置が ACチャージャーアダプター（プ
ライマリ DC入力コネクター）から電源供給されています )。

このインジケーターが赤色で点灯する場合は、プライマリ DC電源が 10～ 24VDCの範囲
外です。入力電圧が許容範囲外である場合は、Evidentのアフターセールスサービスまで
お問い合わせください。

このインジケーターがオフになっている場合は、電源は供給されていません。

温度インジケーター（ )

このインジケーターが緑色で点灯する場合は、内部温度が許容範囲内です。
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このインジケーターが赤色で点灯する場合は、内部温度が許容範囲を超えています。
FOCUS PXは自動的に終了するので、装置が冷却するまで待ってからもう一度電源を入れ
ます。

電源インジケーター（ )

このインジケーターが緑色で点灯する場合は、装置に電源が入っています。

このインジケーターが緑色で点滅する場合は、装置が起動中か終了中です。

電源ボタンを押した後にこのインジケーターが赤色で 3回点滅する場合は、装置の内部温
度が許容範囲の上限を超えていることを意味します。装置が冷却するまで待ちます。

このインジケーターが赤色で点滅し続ける場合は、装置がセーフモード（フラッシュメモ
リエラー）であることを意味します。この場合は、Evidentのアフターセールスサービス
までお問い合わせください。

FOCUS PXを自動検査システムで統合する

FOCUS PXは、フレキシブルなプログラマブル論理制御装置（PLC）とソフトウェア統合機能を備
えており、簡単に自動検査システムに統合することができます（7ページの図 4を参照）。

図 4  完全自動検査システムの例1

PLCおよびスキャナーの統合では、パネルの背面のコネクターによって FOCUS PXと PLCまたは
スキャナーがつながり、次のコマンドを実行します（詳細については、FOCUS PXフェーズドアレ
イおよび従来型超音波データ収集装置対応のユーザーズマニュアルを参照 )。

1. 写真提供：SCLEAD
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ソフトウェアの統合では、FocusPC、FocusControl、FocusDataの柔軟性により、検査要件に適し
たカスタムアプリケーションを作成することができます（詳細については、FocusPC UTおよび
フェーズドアレイデータ収集装置、または解析ソフトウェア対応のユーザーズマニュアルを参照）。

本製品の廃棄処分
本製品の廃棄の際は、地方自治体の条例または規則を確認した上、それらに従い適切に処理するよう
お願いいたします。ご不明な点は、お買い上げになった販売店または当社支店にお問い合わせくださ
い。

電気に関する警告

感電を避けるために、BNC（またはレモ）コネクターの内部導体には決して触れないようにしてく
ださい。UTコネクターの内部導体には最大 200Vの電圧がかかり、PAコネクターの内部導体には最
大 115Vの電圧がかかることがあります。

検査の開始 /停止
操作の開始 /停止
上部回転信号の受信

エンコーダー信号のリセット
エンコーダー信号の受信
スキャナーの接続
外部装置への電源

モニターアラーム

カスタムアプリケー
ション
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図 5  背面パネルの警告記号

図 6  フロントパネルの警告記号

• 本装置を電気の幹線を使用して動作する前に、必ず機器の保護接地端子と電源コード（主電源
コード）の保護導線（アース）を接続してください。電源コードのメインプラグは、必ずアー
ス端子がある 3Pコンセントに差し込んでください。アース端子のない延長ケーブル (電源コー
ド )の使用によって、アースを無効にすることは絶対にしないでください。

• アースが十分に機能しないと思われる場合は、必ず機器を停止し、安全を確保してください。
• 機器を接続する電源は、機器の銘板に記載されているものと同じ種類でなければなりません。
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